
問…問い合わせ先

　
11
月
は
霜
が
降
り
始
め
る
季

節
と
い
う
意
味
か
ら
、
別
名
で

「
霜
月（
し
も
つ
き
）」と
呼
ば
れ

ま
す
。
冬
の
到
来
を
目
前
に
し
、

朝
夕
の
冷
え
込
み
も
厳
し
く
な

る
時
期
で
す
。
体
調
を
崩
さ
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、今
号
は
9
月
21
日（
土
）

に
開
催
し
た「
第
15
回
会
員
の
集

い
」の
成
り
立
ち
と
そ
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
は

老
倶
た
よ
り
11
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■�

若
杉
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
集
い

の
成
り
立
ち

　「
第
1
回
会
員
の
集
い
」を
開

催
し
た
の
は
今
か
ら
15
年
前

の
9
月
で
す
。
開
催
し
た
背
景

は
、当
時
の
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
文
化
面
の
発
表
の
場
が
な
い
の

で
、
ぜ
ひ
発
表
の
場
を
設
け
て

く
だ
さ
い
。」と
の
要
望
が
あ
り
、

サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
活
動
が
発

表
で
き
る
場
と
し
て「
会
員
の
集

い
」、
そ
し
て
ロ
ビ
ー
で
は「
会

員
作
品
展
」を
開
催
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
や

ク
ラ
ブ
活
動
が
大
変
活
発
に
な

り
現
在
も
多
く
の
人
が
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

■「
第
15
回
会
員
の
集
い
」の
概
要

　「
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に
、

人
生
に
も
う
一
度
の
輝
き
を
求

め
ま
し
ょ
う
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に「
再
春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ン

ス
テ
ー
ジ
」と
名
付
け
て
開
催
し

ま
し
た
。
総
員
1
2
0
人
の
皆

さ
ん
が
太
鼓
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、カ

ラ
オ
ケ
、日
舞
、コ
ー
ラ
ス
な
ど

の
演
目
を
発
表
。
ま
た
、
特
別

出
演
の
若
杉
ク
ラ
ブ
女
性
部
が

「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
」の
ダ
ン

ス
を
披
露
し
て
大
歓
声
を
浴
び

ま
し
た
。
参
加
者
2
3
5
人
が

約
2
時
間
の
集
い
に
元
気
と
笑

顔
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　「
第
15
回
会
員
の
集
い
」の
一

部
を
写
真
で
共
有
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
11
月
行
事
予
定

若
杉
ク
ラ
ブ

健
康
サ
ポ
ー
ト
員
研
修
会

▼	

開
催
日
　
11
月
27
日（
水
）

▼	 �

場
　
所
　
あ
お
ば
会
館
体

育
館（
須
恵
町
大
字
上
須
恵

1
1
6
7
の
1
）

▼	
時
　
間
　

9
時
～

　
若
杉
ク
ラ
ブ
は
、「
の
ば
そ

う
！ 
健
康
寿
命
、担
お
う
！ 

地

域
づ
く
り
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

多
く
の
仲
間
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、未
加
入
の
人
は
、若
杉

ク
ラ
ブ
や
単
位
ク
ラ
ブ
の
行
事

へ
の
体
験
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

加
入
や
体
験
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
地
域
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
長
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問	

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
所

	

（
須
恵
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎ 

９
３
３・２
１
６
０

落
城
址
秋
思
の
影
の
み
じ
ろ
が
ず�

�

松
永

　唯
道

秋
草
の
野
辺
に
戦
火
の
薄
あ
か
り�

�

今
村

　素
瓶

筆
談
の
母
と
秋
思
の
十
五
分�

�

片
渕
は
つ
み

小
道
出
で
つ
と
初
風
に
会
ふ
夕
べ�

�

今
村

　浄
子

秋
あ
わ
れ
戦

い
く
さ

の
中
の
子
供
達�

�

吉
松

　義
廣

月
光
の
下
ピ
ア
ノ
弾
く
兵
士
あ
り�

�

諸
永

　素
子

逝
く
母
に
こ
と
に
似
合
ひ
の
千
草
添
へ�

�

本
多
み
な
え

秋
草
の
香
り
の
渦
に
浸ひ

た

り
け
り�

�

上
田

　波
美

秋
高
し
来ら

い

世せ

見
つ
む
る
夫
婦
杉�

�

千
成

　恵
子

秋
草
の
野
に
あ
る
ご
と
し
備び

前ぜ
ん

壺つ
ぼ�

�

樋
口

　京
子

秋
風
や
い
つ
か
ま
た
ね
と
お
く
受
話
器�

�

八
尋

　風
華

死
に
至
る
ま
で
の
看み

と取
り
や
秋
の
風�

�

伊
東

　佳
世

離
れ
て
も
一
緒
に
月
を
仰
ぐ
人�

�

平
野

　文
子

雨
降
っ
て
地
固
ま
ら
ず
土
砂
く
ず
れ�

�

早
瀬

　楽
包

上
映
後
椅
子
か
ら
立
て
ず
黒
い
雨�

�

木
村

　文
福

人
の
世
に
似
て
る
と
思
う
天
気
雨�

�

カ
ト
レ
ヤ

同
窓
会
昔
の
恋
が
目
を
覚
ま
す�

�

池
田

　遊
歩

あ
の
人
に
会
い
た
い
と
き
は
星
を
見
る�

�

渡
辺

　閑
牛

夢
枕
元
気
な
頃
の
亡
母
に
会
う�

�

池
田

　茂
代

満
天
の
星
に
会
い
た
い
人
ば
か
り�

�

山
本

　む
つ

会
う
度
に
小
さ
な
夢
を
く
れ
る
友�

�

小
林

　淑
子

会
う
た
び
に
イ
メ
ー
ジ
壊
す
ク
ラ
ス
会�

�

安
原
美
智
子

良
い
空
気
つ
く
る
適
度
の
ア
ル
コ
ー
ル�

�
と
が
み
か
つ
す
け

不
器
用
な
笑
顔
の
ま
ま
の
見
舞
客�

�

上
原

　ふ
み

サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
会
え
ば
あ
な
た
を
苦
し
め
る�

�

杉
原

　満
月

今
年
ま
た
登
る
御
巣
鷹
の
静
寂�

�

遠
藤
よ
り
子

土
に
帰
す
我
み
戻
る
は
四し

こ

う劫
の
期�

�

泉
ス
イ
ゲ
ン

す
れ
違
い
の
ぞ
み
は
明
日
も
繰
り
返
す�

�

長
﨑

　瑞
竹

毎
月
第
１
水
曜
日
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
で
句
会
。

初
心
者
大
歓
迎
。（
松
永
　
☎
９
３
２・３
５
１
７
）

う
ぶ
す
な
句
会
会
員
募
集

俳
句
俳
句�

「
秋し

ゅ
う
し思

・
秋
草
・
初
風
・
秋
・
月
光
・
千
草
・
秋
高
し
・
秋
風
」��

う
ぶ
す
な
句
会

川
柳
川
柳��

夢
現
代

「
川
柳
夢
現
代
」十
二
月
例
会
の
ご
案
内

　
12
月
７
日（
土
）13
時
30
分
か
ら
、ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

須
恵
研
修
室
で
例
会
を
開
き
ま
す
。
今
回
の
お
題
は
、

　
◦
互
選「
梅
干
し
」一
句

　
◦
宿
題「
歌
」「
生
む
」各
三
句

と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
席
で
き
な
い
時
は
、投
句
の
み
で
もO

Ｋ
で
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
！ 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 

夢
現
代
　
池
田
　
☎
９
３
３・２
４
０
４

若杉クラブだより

須恵町シニアクラブ連合会
会長　藤 英寿

コーラスを発表する
「若杉クラブ童謡の会」の皆さん

フラダンスを発表する
「マハロフラカヨコ」の皆さん

マツケンサンバⅡのダンス
発表する「若杉クラブ女性部」の皆さん
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　博多座公演を半額で観劇できます。

▼ �演　題　「松平健芸能生活50周年記念公演」

▼ �日　時　①1月18日（土）　11時
 　　　　②1月18日（土）　16時30分
 　　　　③1月20日（月）　11時
 　　　　④1月21日（火）　11時
 　　　　⑤1月25日（土）　16時30分

▼ �場　所　博多座
 　　　　（福岡市博多区下川端町2-1）

▼ �定　員　各回50人（応募多数の場合は抽選）

▼ �料　金　A席　7,000円（通常14,000円）
 　　　　取扱手数料：1枚の場合　400円
 　　　　　　　　　　2枚の場合　700円
 　　　　※別途振替手数料が必要になります。

▼ �申込方法
  85円ハガキに希望公演日時（1通1公演）、参加人数（2人

まで）、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、
11月15日（金）（消印有効）までに郵送で申し込み

▼ �申込先　�〒810-8799　日本郵便㈱ 福岡中央郵便局留
「町民半額会」宛て

▼ �当選ハガキ発送日　12月3日（火）ごろ
問 日本演劇興行協会　町民半額会事務局
　 ☎ 751-8258 （土日祝日を除く10時〜18時）

博多座町民半額観劇会

　福岡刑務所では「社会を明るくする運動」の一環として、
刑務所、少年院、少年鑑別所などの矯正施設の業務内容を
地域の人に知ってもらうことを目的に、福岡矯正展を開催
します。入場は無料です。ぜひ、お越しください。

▼ �日　時　12月7日（土）、8日（日）
 　　　　9時30分〜16時（最終日は15時まで）

▼ �場　所　福岡刑務所（宇美町障子岳南6-1-1）

▼ �内　容
 ◦刑務所作業製品展示・即売会
 ◦刑務所内見学
 ◦刑務官装備品体験
 ◦ステージイベント
 ◦グルメコーナー　など

・問 福岡刑務所作業部門　☎ 932-3130

第31回�福岡矯正展

　11月13日（水）から19日（火）までの7日間に、「女性の人
権ホットライン」強化週間として、夫やパートナーからの
暴力、職場でのセクハラ、ストーカーなど、女性に関する
人権問題の相談を受け付けます。
　法務局職員と人権擁護委員が相談に応じます。秘密は
厳守されますので、どんなささいなことでも一人で悩まず
ご相談ください。

▼ �期　　間　11月13日（水）〜19日（火）
 　　　　　8時30分〜19時
 　　　　　（16日（土）〜17日（日）は、10時〜17時）

▼ �相談電話番号　☎ 0570-070-810
・問 福岡法務局人権擁護部　☎ 739-4151

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間

　毎年11月11日から17日までは「税を考える週間」です。
　国税庁では、国民の皆さんに租税の意義や役割、税務行
政に対する知識と理解を深めていただくため、1年を通じ
て租税に関する啓発活動を行なっています。
　「これからの社会に向かって」をテーマに、下記の取り組
みを行います。
■「税を考える週間」の特集ページ
　国税庁ホームページに国税庁の取り組みを紹介する
ページを開設します。
■講演会や説明会
　国税局や税務署による、学生や社会人向けの講演会や説
明会を全国各地で開催します。
■各種イベント
　関係民間団体などによる講演会や税
の作品展などを、全国各地で行います。

税を考える週間

詳細はこちら

　ひとり親家庭の人や離婚を考えている人を対象に、養育
費などに関する弁護士電話相談を実施します。

▼ �開 催 日　 11月15日(金)､ 11月16日(土)､ 
1月17日(金)､ 1月18日(土)､ 
3月21日(金)､ 3月22日(土)

▼ �開催時間　金曜日：12時〜15時　土曜日：10時〜13時

▼ �相談電話番号　☎ 724-2644(開催日時のみ利用可)
問 ひとり親サポートセンター（春日センター）
　 ☎ 584-3931

養育費・ひとり親110番

詳細はこちら

〈有料広告〉〈有料広告〉
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